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高圧合成法によるPrFe4Sb12の純良試料育成と物性
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　充填スクッテルダイト化合物RT4X12 (R;Rare earth T;Fe, Ru, Os X;P,

As, Sb) のうちいくつかの組合せでは、常圧下のフラックス法により純良単結
晶育成が可能である。フラックス法で合成が困難な組合せにおいては、高圧合
成法による焼結体試料が作成可能であるが、純良性の良い試料を合成すること
は困難であった。われわれは、これまでフラックス法による純良単結晶育成を
行ってきた。そこで、フラックス法で培われた純良試料育成のノウハウを高圧
合成法と組合わせることにより、新たな試料作成法の確立を目指している。
　対象物質であるPrFe4Sb12は、常圧下ではPr充填率が最大で87%の試料し
か合成されておらず、TC∼5 Kで磁気秩序を示し、結晶場基底状態が3重項Γ5

であると報告されている [1, 2]。そこで、この物質を高圧合成法で純良な試料
を作成することを目指した。様々な合成条件で試料作成を行った結果、約4GPa

の高圧下で、充填率100%であるPrFe4Sb12の多結晶試料を合成することに成
功した。磁化、比熱などの物性測定から、充填率が100%のPrFe4Sb12は磁気
秩序を示さず、結晶場基底状態は 1重項Γ1であることが明らかになった [3]。
充填率で物性が顕著に変化するのは、この物質に特有なFeの3dバンドのフェ
ルミエネルギー付近での大きな状態密度 [4]に関係する可能性が高く、そのメ
カニズムは興味深い。
　また、高圧下でフラックス法を行うことにより、下の写真に示したような単
結晶の合成にも成功した。充填スクッテルダイト化合物では、高圧合成法によ
る単結晶育成の初めての成功例である。今後はこの単結晶を用いたより詳細な
物性測定を進めていく予定である。
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図 1: 高圧下で育成した PrFe4Sb12の単結晶
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